
紹

介

　
　
働
績
法
制
更
の
研
究
文
墨
博
士
　
三
浦
　
周
行
著

　
「
法
制
史
の
研
究
」
が
出
て
Σ
以
來
其
の
網
版
の
一
日
も
遽
か
な

ら
ん
事
を
希
う
た
本
書
は
、
六
年
後
の
今
日
殆
ん
，
ご
前
者
言
同
一

の
外
貌
を
以
て
蛍
に
現
は
れ
弛
。
菊
版
千
五
百
三
十
頁
に
回
る
大

著
は
未
だ
之
を
精
讃
す
る
の
暇
な
き
を
強
憾
ε
す
る
が
、
叢
に
極

，
め
て
大
槻
を
紹
介
す
れ
ば
、
第
一
編
を
総
論
ざ
し
て
法
制
史
概
論

及
び
法
制
史
講
義
を
営
め
、
以
下
第
二
編
よ
り
第
四
編
に
至
る
問

は
古
代
、
中
世
、
近
世
ミ
問
題
に
よ
り
て
時
代
的
に
配
列
し
、
第
五

編
を
難
纂
S
し
て
自
治
制
度
の
嚢
蓬
以
下
四
篇
を
企
め
ら
れ
て
居

る
。
前
後
二
十
九
編
は
正
編
の
選
－
起
漏
れ
た
も
の
及
び
其
後
の
成

稿
に
係
る
も
の
で
、
中
に
は
既
に
飯
間
難
官
等
に
於
て
嚢
表
さ
れ

た
も
の
も
あ
る
け
れ
さ
も
、
「
武
家
側
度
の
嚢
蓬
」
「
公
家
制
度
の

嚢
蓮
」
「
貞
永
式
目
」
「
守
護
ε
大
名
」
等
多
く
は
笹
笛
に
秘
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
就
中
、
中
世
に
牧
め
ら
れ
た
る
「
武
家
制
度

の
嚢
蓬
」
は
三
百
頁
に
．
垂
ん
ミ
す
る
長
大
編
で
あ
り
「
貞
永
式
臼
」

　
　
　
第
十
桝
巻
　
　
紹
　
　
介

は
百
五
＋
頁
に
及
ん
ミ
す
る
も
の
で
あ
る
。
滑
滑
古
代
篇
中
の

「
公
家
制
度
の
三
二
」
「
信
仰
ミ
」
法
律
L
中
世
篇
中
の
「
鎌
倉
時
代
の

土
地
制
度
」
「
鎌
倉
時
代
の
家
族
三
度
」
「
守
護
ミ
大
名
」
「
樵
談
治

要
ミ
文
明
一
統
記
」
「
武
田
家
の
法
律
『
甲
州
法
度
』
、
近
世
篇
中
の

「
江
戸
幕
府
の
朝
廷
に
封
ず
る
法
制
」
「
江
戸
時
代
に
於
け
る
賭
博

犯
の
種
類
」
の
如
き
何
入
も
看
過
す
る
事
の
出
來
な
い
名
編
で
あ

る
。
著
者
も
序
丈
に
於
て
説
か
れ
た
如
く
、
法
制
史
の
研
究
は
極

め
て
難
事
で
あ
っ
て
、
世
の
所
謂
法
制
史
家
は
法
制
其
物
の
研
究

に
没
頭
す
る
の
終
り
、
法
制
も
亦
是
一
般
世
相
の
反
映
に
過
ぎ
ざ

る
事
を
閑
却
す
る
も
の
・
多
い
時
に
當
っ
て
、
薯
者
が
法
制
の
背

景
た
る
時
代
文
化
の
推
移
を
洞
察
し
て
以
て
「
法
制
」
の
因
宙
を

究
短
し
、
肚
會
事
象
ミ
の
交
渉
を
検
尉
さ
れ
て
居
る
の
は
、
何
ミ

言
っ
て
も
他
入
の
追
随
を
許
さ
ぬ
黙
で
あ
ら
う
。
本
書
は
將
來
永

く
正
編
ご
共
に
法
域
史
の
費
鷹
ミ
し
て
法
制
史
家
は
勿
論
、
経
濟

史
家
、
励
會
學
者
，
歴
史
家
等
の
多
め
に
利
用
さ
れ
、
其
研
究
に

絶
大
の
援
助
を
與
る
で
あ
ら
う
ミ
信
ず
る
。
又
巻
末
の
索
引
三
十

頁
は
頗
る
重
費
で
あ
っ
て
一
種
の
僻
欝
の
如
く
役
立
つ
事
で
あ
ら

・
フ
。
（
肺
菊
里
馬
五
六
三
頁
、
皿
石
三
牲
口
程
嚢
行
、
槽
臥
九
、
五
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
魏
　
　
一
照
九
　
（
一
四
九
）



第
十
出
巷
　
　
紹
　
　
二

三
南
蟹
廣
記

文
畢
博
士
　
薪
村
　
　
自
著

　
南
欝
「
記
以
後
に
成
れ
る
外
來
文
物
に
比
す
る
論
考
及
び
異
國
趣

味
に
因
め
る
蓮
作
を
主
ミ
し
て
南
蟹
記
所
牧
の
若
干
篇
を
併
せ
牧

め
類
に
從
ひ
て
編
次
し
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。
第
唄
「
西
敏
篇
」

は
西
教
の
弘
布
ざ
禁
制
に
關
す
る
も
の
九
篇
を
集
め
、
第
二
「
典

籍
篇
」
は
典
籍
印
鯛
及
び
翻
繹
に
嘱
す
る
も
の
十
五
種
を
配
し
、
絡

謎
其
他
染
織
物
に
嘱
す
る
も
の
九
篇
を
纒
め
て
第
三
の
「
藝
術
篇
」

を
編
ん
で
詣
る
。
誰
も
が
雷
ふ
如
く
著
者
は
好
き
文
献
學
者
の
持

ち
得
る
特
質
を
一
身
に
具
備
し
て
贋
ら
れ
る
。
過
去
の
世
界
へ
の

憧
憬
、
言
語
典
籍
に
署
す
る
比
類
少
き
博
識
飽
く
な
き
詮
索
癖
．

妊
奇
心
、
繊
細
に
し
て
鏡
敏
な
る
感
受
性
，
氣
品
高
き
表
現
法
等

を
具
現
し
て
以
て
海
の
彼
方
に
夢
魂
を
漂
は
せ
、
邪
宗
の
門
・
繭

墨
の
庭
に
出
入
し
、
更
紗
模
様
を
熱
愛
し
て
十
幾
年
か
に
物
せ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
何
れ
の
扁
篇
を
探
り
含
む
も
限
り
な

き
興
味
を
抱
か
さ
ね
ば
憾
ま
な
い
も
の
で
あ
る
、
殊
に
西
教
篇
中

の
｛
，
足
利
廃
校
の
遺
構
ε
西
教
宣
傳
」
、
典
籍
篇
中
の
「
活
字
印
刷

術
の
爵
來
」
軍
術
平
中
の
「
西
洋
叢
傳
來
の
由
來
≒
古
銅
阪
叢
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
五
〇
　
（
川
北
〇
）

辻
蘭
室
」
の
如
き
吾
人
は
頻
る
興
味
を
以
て
護
ん
だ
も
の
で
あ

る
σ
（
四
六
版
五
四
五
頁
、
岩
波
書
店
一
行
，
画
一
、
○
○
）

⑭
績
南
口
廣
記

文
學
博
士
　
新
村
　
　
出
　
著

　
繭
者
の
績
編
ミ
も
見
る
べ
く
し
て
し
か
も
著
し
く
異
れ
る
内
容

を
以
て
編
叙
せ
ら
れ
た
。
師
ち
「
洋
學
篇
」
に
は
洋
墨
の
開
始
－
こ

興
隆
ミ
に
回
す
る
も
の
ミ
し
て
「
北
島
見
信
の
『
紅
毛
天
地
二
圏

贅
説
』
」
以
下
七
篇
、
「
海
気
篇
」
は
海
上
の
往
來
ざ
漂
流
に
關
す

る
も
の
・
こ
し
て
「
足
利
膝
代
に
於
る
瞬
時
ε
臨
写
ぐ
旨
の
關
係
」
以

下
五
篇
、
「
鎖
國
篇
」
は
鎖
國
の
得
失
ε
異
國
趣
味
に
團
す
る
も
の

五
篇
、
南
國
へ
の
憧
憬
ミ
海
洋
の
儒
緒
に
際
す
る
も
の
十
…
篇
は

「
儒
趣
篇
」
に
敗
め
ら
れ
て
居
り
、
加
ふ
る
に
各
階
共
に
珍
奇
に
し

て
南
蟹
情
緒
の
豊
か
な
る
岡
部
四
五
葉
を
挿
み
、
愚
者
の
資
を
慰

め
し
め
て
あ
る
。
殊
に
そ
の
巻
首
に
は
圖
版
に
就
て
の
詳
細
な
説

明
が
あ
っ
て
、
前
後
の
冬
篇
を
通
じ
て
何
れ
も
高
ら
か
に
唱
謙
し

た
い
様
な
、
白
浜
の
や
う
な
奇
麗
暢
悠
な
筆
致
で
綴
ら
れ
て
あ

る
。
（
四
六
版
五
一
〇
　
貝
、
山
石
波
激
ロ
膚
冨
駆
除
、
僧
…
三
、
○
○
）

⑳
入
物
論
叢

文
學
博
士
辻
善
之
助
著



辻
博
士
は
本
年
春
御
母
親
の
喜
薄
を
優
せ
ら
れ
、
そ
の
記
念
の
た

め
に
人
物
論
に
催
す
る
奮
稿
二
七
を
選
蔵
し
て
刊
行
せ
ら
れ
た
の

が
本
書
で
あ
る
。
聖
徳
太
子
、
傅
教
大
師
、
明
慧
婿
入
、
親
驚
、

日
蓮
の
如
き
代
表
的
な
宗
教
關
係
者
、
花
園
天
皇
、
李
清
盛
隅
源

頼
朝
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
、
片
桐
且
元
、
柳
澤

吉
保
、
竹
内
式
部
の
如
き
英
主
及
び
偉
大
な
る
政
治
家
を
中
心
に

し
て
其
の
時
代
を
論
究
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
如
此
許
撒
の
し
か

も
政
敏
爾
方
面
の
劃
期
的
な
人
物
に
關
す
る
所
論
で
あ
る
か
ら
、

入
物
論
S
は
番
へ
、
宥
る
意
味
に
於
て
入
物
中
心
の
日
本
史
ε
も

言
ひ
得
、
政
敏
交
渉
史
ε
も
見
る
事
が
出
血
る
。
殊
に
四
十
七
葉

の
關
係
史
料
が
挿
入
圖
版
S
し
て
随
所
に
配
置
さ
れ
て
あ
る
事
は

談
者
を
し
て
倦
怠
を
感
ず
る
事
な
く
巻
末
ま
で
讃
了
さ
す
も
の
で

あ
る
。
S
り
わ
け
て
そ
れ
ら
の
圖
版
が
何
れ
も
あ
ま
婬
世
聞
に
知

ら
れ
て
居
な
い
群
峰
の
も
の
で
あ
る
事
は
さ
す
が
に
博
士
の
論
著

で
あ
る
ミ
首
肯
さ
み
、
で
あ
ら
う
。
（
二
三
三
九
六
頁
、
雄
山
閣

嚢
行
、
贋
、
四
〇
〇
）
〔
以
上
中
村
〕

　
　
麟
近
世
農
村
問
題
史
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
濟
學
博
士
　
本
庄
榮
治
郎
著

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
紹
　
　
介

薯
者
が
咋
夏
京
都
帝
國
大
竃
に
て
講
ぜ
ら
れ
た
稿
本
を
出
版
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
例
に
よ
っ
て
博
引
傍
捜
、
江
戸
時
代
に
於
け

る
農
村
問
題
を
論
究
し
て
鯨
蔽
が
な
い
、
四
六
版
三
二
九
頁
、
絞

正
甚
だ
行
き
届
い
て
印
測
も
實
に
手
に
入
っ
た
も
の
だ
、
農
村
問

題
の
意
義
ε
近
世
農
村
問
題
の
特
質
ぐ
」
を
始
終
に
し
て
、
農
業
土

地
租
税
制
度
、
農
民
政
策
、
農
民
の
生
活
、
入
口
の
減
退
及
勢
力

の
欠
乏
、
田
地
の
兼
併
気
当
慶
、
小
作
制
度
及
び
小
作
問
題
、
救
荒

政
策
、
農
民
暴
動
等
を
論
じ
て
あ
る
。
近
世
の
経
詩
史
に
於
け
る

博
士
の
造
詣
に
つ
い
て
は
世
既
に
定
評
の
あ
る
所
、
吾
入
亦
こ
れ

に
啓
護
せ
ら
る
・
塵
が
多
い
が
、
た
望
徳
川
時
代
に
於
け
る
農
民

へ
の
干
渉
が
悉
く
階
級
的
專
制
政
治
を
維
持
せ
ん
が
駕
に
、
恰
も

人
間
を
牛
馬
の
襟
に
取
扱
っ
て
み
る
こ
ε
の
み
か
ら
出
で
Σ
み
る

如
く
曳
い
て
居
ら
れ
る
の
は
如
何
か
。
成
程
當
時
の
農
本
忠
義
は

農
業
本
位
主
義
で
あ
り
、
貴
農
思
想
は
貴
穀
思
想
で
あ
ら
う
が
、

併
し
な
が
ら
、
一
面
治
者
階
級
ざ
し
て
の
算
入
は
、
民
は
か
く
あ

る
べ
き
も
の
だ
ミ
信
ぜ
し
た
め
に
、
か
く
の
如
き
こ
ミ
ま
で
教
ふ

べ
き
も
の
だ
ミ
考
へ
て
る
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
師
ち
彼
等
の

心
の
奥
に
は
民
を
治
む
る
こ
ミ
は
民
を
敏
ふ
る
こ
ミ
だ
ε
い
ふ
考

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
五
一
　
（
一
五
凶
）


